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プロの除草

挑戦前の圃場 （20０4 年１１月）

２３

牛
久
市
観
光
ア
ヤ
メ
園
受
託
事
業

ア
ヤ
メ
園
の
受
託
１０
年
を
振
り
か
え
る

　

牛
久
市
観
光
ア
ヤ
メ
園
の
管
理
作
業
を
受
託
し
て
か
ら
、
早
や
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

当
時
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
生
育
は
極
め
て
悪
く
、
草
原
化
し
た
ア
ヤ
メ
園
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
取

得
し
た
ば
か
り
の
う
し
く
里
山
の
会
に
市
か
ら
管
理
の
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。
里
山
の
会
が

観
光
地
の
管
理
を
す
る
こ
と
に
多
く
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
ヤ
メ
園
は
牛
久

沼
に
隣
接
し
た
風
光
明
媚
な
場
所
に
あ
る
こ
と
、
優
れ
た
環
境
の
中
で
、
何
故
ハ
ナ
シ
ョ
ウ

ブ
が
生
育
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
環
境
保
全
を
進
め
よ
う
と
動
き
出
し
た
ば
か
り
の
当
会
に

舞
い
込
ん
で
き
た
、
有
り
難
い
テ
ー
マ
で
し
た
。

　

当
時
、
地
元
の
方
に
語
り
継
が
れ
て
き
た
、
「
牛
久
沼
に
は
塩
分
が
あ
る
か
ら
ハ
ナ
シ
ョ
ウ

ブ
は
育
た
な
い
」
（
6
0
0
0
年
前
の
縄
文
海
進
に
よ
っ
て
海
水
が
上
昇
し
、
牛
久
沼
も
海

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
来
て
い
る
）
と
い
う
伝
説
め
い
た
話
が
ま
か
り
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
前
提
の
中
で
、
里
山
の
会
は
受
託
を
決
意
し
、
2
0
0
5
年
4

月
か
ら
管
理
業
務
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
ま
ず
や
っ
た
事
は
、
ア
ヤ
メ
園
の

土
壌
と
牛
久
沼
の
塩
分
濃
度
の
測
定
で
し
た
。
茨
城
大
学
か
ら
電
気
伝
導
度
計

を
お
借
り
し
精
密
分
析
し
ま
し
た
が
異
常
な
し
。
次
に
行
っ
た
の
は
、
ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
の
育
成
方
法
で
す
。
水
戸
市
植
物
園
な
ら
び
に
、
佐
原
の
水
生
植
物
園
を

訪
問
、
詳
細
に
わ
た
る
技
術
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
管
理
作
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
が
、
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
雑
草
と
の
戦
い
、
当
時
は
メ

ン
バ
ー
も
少
な
く
、
除
草
は
捗
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
閃
い
た
の
が
、
プ

ロ
に
お
願
い
し
よ
う
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
新
地
の
農
家
に
除
草
作
業
の
応
援
を

依
頼
し
た
結
果
、
快
く
お
引
き
受
け
頂
き
ま
し
た
。
さ
す
が
プ
ロ
で
す
。
黙
々

と
捗
る
作
業
、
そ
の
手
際
よ
さ
に
は
驚
き
と
感
銘
を
覚
え
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
ア
ヤ
メ
園
の
面
積
も
2
倍

の
3
0
0
0
坪
に
拡
大
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
100
％
満

開
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
株
分
け
の
翌
年
は
満
開

と
ま
で
は
行
か
ず
、
こ
の
点
が
今
後
の
課
題
で
す
。

　

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
6
月
の
花
、
花
期
が
過
ぎ
る
と
訪
れ
る
人
は

激
減
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
る
よ
う
な
自

然
空
間
を
作
っ
て
み
よ
う
と
、
市
の
許
可
を
頂
き
、
「
三
日
月

花
園
」
（
み
か
ず
き
か
え
ん
）
的
な
自
然
空
間
を
作
っ
て
い
ま
す
。

4
月

（
ア
ヤ
メ
、
サ
ク
ラ
）
、
6
月

（
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、
ア
ジ
サ
イ
）
、

7
月

（
へ
メ
ロ
カ
リ
ス
）
、
8
月

（
オ
ニ
バ
ス
、
ミ
ソ
ハ
ギ
）
、
9
月

（
ヒ

ガ
ン
バ
ナ
、
ハ
ギ
）
等
々
、
こ
こ
に
来
れ
ば
何
時
で
も
季
節
の
花

に
会
え
る
と
い
う
癒
し
の
空
間
を
作
り
た
い
と
18
名
の
精
鋭
部
隊

で
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
（
坂 

弘
毅
）



３

平成２７年度

平成２６年度〜２７年度に開催した

主な主催行事と参加者数

水辺のいきもの観察

第 1 回水草サロン

第 2 回水草サロン

ミニ苔盆栽づくり

水辺のいきもの観察

オタマジャクシの里返し

水生昆虫水槽
セッティング見学会

屋
内
型
ビ
オ
ト
ー
プ
水
槽
の
活
用
事
例

牛
久
自
然
観
察
の
森
指
定
管
理
者
受
託
事
業

　

牛
久
自
然
観
察
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
27

年
7
月
１
日
現
在
、
大
小
合
わ
せ
て
９
つ
の
ビ
オ
ト
ー
プ
水
槽

を
展
示
し
て
お
り
、
（
設
置
に
い
た
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年 

会

報
さ
と
や
ま
夏
号
に
記
載
。
）
幼
児
を
始
め
と
し
て
、
様
々
な
来

園
者
が
牛
久
市
周
辺
に
生
息
す
る
水
辺
の
生
き
も
の
と
出
会

い
を
楽
し
み
、
水
辺
を
再
現
し
た
水
槽
に
癒
さ
れ
て
い
る
。

　

春
に
は
、
屋
外
ビ
オ
ト
ー
プ
か
ら
移
し
た
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル

の
卵
塊
を
展
示
、
孵
化
し
た
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
来
園
し
た
親

子
と
一
緒
に
観
察
し
、
手
足
が
生
え
て
き
た
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

を
野
外
の
ビ
オ
ト
ー
プ
へ
里
返
し
を
行
っ
た
。
ま
た
、
初
夏
に

は
、
ヤ
ブ
ヤ
ン
マ
の
ヤ
ゴ
が
、
メ
ダ
カ
を
狙
う
野
性
味
あ
ふ
れ

る
姿
を
み
せ
、
羽
化
直
後
に
は
透
き
通
る
よ
う
な
体
色
を
、

偶
然
居
合
わ
せ
た
来
園
者
に
披
露
し
た
。

　

総
合
学
習
で
訪
れ
た
近
隣
の
児
童
達
と
は
水
辺
の
環
境
学
習

を
。
職
業
体
験
で
訪
れ
た
中
学
生
と
は
ビ
オ
ト
ー
プ
水
槽
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
を
一
緒
に
行
っ
た
。
そ
の
他
、
昨
年
度
か

ら
今
年
６
月
ま
で
に
行
っ
た
主
な
主
催
行
事
に
つ
い
て
は
表
１
に

ま
と
め
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
際
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
水
槽
が
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
中
央
に
あ
る
半
陸
上
型
の

水
槽
だ
。
通
称

「テ
ラ
リ
ウ
ム
水
槽
」
と
呼
ば
れ
、
苔
生
し

た
陸
上
部
分
と
透
明
度
の
高
い
水
中
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
の
が
特
徴
で
、
９
つ
の
ビ
オ
ト
ー
プ
水
槽
の
中
で
、
来
園

者
か
ら
特
に
指
示
さ
れ
て
い
る
水
槽
で
も
あ
る
。

　

苔
か
ら
の
雫
の
滴
り
や
水
面
で
の
波
紋
が
広
が
り
、
水
底
に

映
し
出
さ
れ
た
キ
ラ
メ
キ
に
加
え
、
群
れ
を
な
す
メ
ダ
カ
が
、

来
園
者
の
心
を
射
止
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
小
さ

い
子
供
が
観
察
し
や
す
い
よ
う
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
低
く
設
計
し

て
い
る
こ
と
や
、
大
人
も
鑑
賞
し
や
す
い
よ
う
陸
上
部
分
が

目
の
高
さ
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
、
ガ
ラ
ス
蓋
を
取
り
払
い
、

上
か
ら
覗
き
込
め
る
こ
と
等
が
、
大
人
も
子
供
も
一
緒
に
楽

し
め
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
み
ん
な
で
水
槽
を
取
り
囲
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

水
槽
を
壁
か
ら
離
し
、
島
状
に
独
立
さ
せ
て
設
置
し
て
い
る

こ
と
が
、
グ
ル
ー
プ
で
の
来
園
者
や
偶
然
居
合
わ
せ
た
他
の
家

族
連
れ
と
水
辺
の
い
き
も
の
を
一
緒
に
探
す
際
の
一
体
感
や
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

水
の
豊
か
な
国
で
あ
り
な
が
ら
、
河
川
や
湖
沼
の
護
岸
整

備
•
上
下
水
道
の
発
達
に
よ
り
、
身
近
な
水
辺
に
親
し
む
機

会
が
少
な
く
な
っ
た
今
日
、
若
い
世
代
に
は
新
鮮
な
体
験
と

し
て
、
年
配
の
世
代
に
は
懐
か
し
い
体
験
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
震
災
以
降
、
さ
ら
に

足
が
遠
の
い
て
行
く
状
況
の
中
で
、
水
辺
に
親
し
む
体
験
を
屋

内
で
代
替
す
る
こ
と
は
、
小
さ
な
子
供
を
も
つ
家
庭
に
と
っ
て
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
機
会
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
変
化
の
中
、
緩
や
か
な
繋
が
り
が
生

ま
れ
る
公
共
空
間
。
施
設
の
役
割
を
踏
ま
え
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
く
試
行
錯
誤
が
、
今
日
も
続
く
。（

木
谷
昌
史
）

４５

水辺の環境学習を行う児童

水辺のいきもの観察を行う親子すくったオタマジャクシは野外ビオトープへ

平成２６年度

　４月〜３月

　９月２３日

１２月２０日

　３月２１日

2473 名

   22 名

    1 名

　　2 名

４月〜６月

４月

６月

６３回

　７回

　２回

1117 名

 132 名

   22 名

２１１回

表 1



　

去
る
、
６
月
１５
日

（
月
）、
牛
久
市
観
光
ア
ヤ

メ
園
に
お
い
て
、
牛
久
市
第
二
幼
稚
園
年
中
組

親
子
２０
組
に
対
し
て
自
然
観
察
出
前
講
座
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

自
然
観
察
出
前
講
座
は
幼
児
、
小
学
生
等
を

含
む
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
に

「自
然
に
触
れ
、

体
験
す
る
」
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
身
近

な
自
然
環
境
へ
の
関
心
・
興
味
、
更
に
は
自
然

環
境
保
全
へ
の
意
識
を
高
め
て
頂
く
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
１９
回
実
施
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
予
定
し
た
集
合
時
刻

（
午
前
９
時
３０

分
）
よ
り
前
に
牛
久
自
然
観
察
の
森
の
石
神
園

長
が
子
供
た
ち
に
説
明
す
る
教
材
用
に
と
、
ア

ヤ
メ
園
内
に
生
息
す
る
生
き
物
集
め
を
し
ま
し

た
。
タ
ニ
シ
、
メ
ダ
カ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
ト
ウ
キ
ョ

ウ
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
の
大
き
な
オ
タ
マ

5

ジ
ャ
ク
シ
も
、
更
に
、
外
来
種
の
ア
メ
リ
カ
ザ
リ

ガ
ニ
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
等
を
捕
獲
、

幾
つ
も
の
ビ
ン
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
容
器
に
種
類
毎

に
分
け
て
入
れ
準
備
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
３０
分
、
園
内
の
枝
垂
れ
柳
の
根
元

近
く
に
幼
稚
園
の
先
生
達
の
案
内
で
手
に
手
に
魚

と
り
の
網
や
捕
ま
え
た
生
き
物
を
入
れ
る
透
明

な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
等
を
持
っ
た
親
子
が
全
員

集
合
。
最
初
は
石
神
園
長
に
よ
る
生
き
物
の
生

活
、
特
徴
に
関
す
る
お
話
。
生
態
系
、
食
物

連
鎖
に
関
わ
る
解
説
も
。
更
に
、
野
外
活
動
に

お
け
る
注
意
事
項
と
し
て
暑
さ
と
マ
ム
シ
、
ハ
チ

等
へ
の
対
応
策
も
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
３
班
に

分
か
れ
３
人
の
案
内
・
指
導
の
も
と
親
子
１０
数

人
づ
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
小
魚
、
生
き
物
の
捕
獲
へ
。

当
日
の
天
気
は
晴
れ
、
暑
さ
が
心
配
さ
れ
る
日

で
し
た
の
で
活
動
時
間
は
４０
分
程
の
予
定
で
活
動

開
始
。
案
内
・
指
導
は
石
神
園
長
の
他
、
ア
ヤ

メ
園
で
定
例
の
除
草
作
業
等
の
管
理
活
動
を
し
て

い
た
、
身
近
な
生
き
物
に
詳
し
い
坂
さ
ん
、
三

浦
さ
ん
、
お
二
人
の
応
援
を
受
け
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
最
初
は
な
か
な
か
生
き
物
が
見
つ

か
ら
な
い
様
子
で
し
た
が
、
次
第
に
様
子
が
分

か
っ
て
来
る
と
持
っ
て
き
た
小
さ
な
網
で
す
く
っ
た

り
、
手
を
使
っ
て
タ
ニ
シ
、
メ
ダ
カ
、
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
等
を
捕
ま
え
、
持
っ
て
き
た
容
器
に
入
れ
、

親
や
指
導
員
の
手
助
け
も
受
け
て
、
皆
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
に
何
ら
か
の
収
穫
物
を
確
保
。
水
の
中

に
落
ち
た
り
、
は
ま
っ
た
り
す
る
子
も
な
く
４０
分

程
の
活
動
を
無
事
終
え
ま
し
た
。

　

捕
っ
た
ド
ジ
ョ
ウ
や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
等
は
観
察

確
認
・説
明
解
説
の
後
、
心
残
り
の
気
持
ち
の
中
、

最
後
は
園
内
の
流
れ
に
戻
し
て
や
り
ま
し
た
。

特
定
外
来
種
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
や
ミ
シ

シ
ッ
ピ
ー
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
の
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
は
可
哀
そ
う
で
し
た
が
後
で
処
分
し
ま

し
た
。

自
然
に
接
す
る
機
会
が
少
な
い
子
供
達
に
と
っ

て
、
１
時
間
程
の
短
時
間
の
野
外
活
動
で
し
た
が

貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
出
前
講
座
を
行
っ
た
牛
久
市
観
光
ア
ヤ
メ

園
は
う
し
く
里
山
の
会
が

「ア
ヤ
メ
園
管
理
業

務
」
と
し
て
受
託
、
週
２
日
の
定
期
的
な
作
業
、

時
に
は
臨
時
作
業
も
し
て
管
理
し
て
お
り
、
当

日
も
１０
数
人
の
会
員
の
方
々
が
炎
天
下
、
除
草

作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
一
方
が

牛
久
沼
・
稲
荷
川
に
接
し
他
方
は
緑
の
斜
面
林
、

水
田
で
囲
ま
れ
た
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
場
所

で
す
。

　

今
は
子
供
た
ち
が
身
近
に
魚
と
り
を
し
た
り
、

水
遊
び
を
し
た
り
で
き
る
水
辺
環
境
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
ア
ヤ
メ
園
は
昔
か
ら
の

生
き
物
が
生
息
す
る
貴
重
な
場
所
に
な
っ
て
お

り
、
乾
田
化
等
で
市
内
全
域
で
湿
地
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
昨
今
、
こ
の
よ
う
な
環
境
を
維
持
し

て
い
く
の
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

（
平
塚
芳
雄
）

子供たちの魚とりの風景

自
然
観
察
出
前
講
座
事
業

牛
久
第
二
幼
稚
園
の
園
児
親
子
へ
出
前
講
座
実
施
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牛
久
市
恊
働
樹
木
リ
サ
ー
チ
事
業

平
成
27
年
度
樹
木
管
理
活
動
の
計
画
と
取
り
組
み

　
こ
の
活
動
は
、「
巨
木
リ
サ
ー
チ
事
業
」

か
ら
引
継
い
だ
も
の
で
、
平
成
25
年
4

月
か
ら
3
年
間
、「
市
民
の
木
」
を
中
心

と
し
た
樹
木
の
生
育
環
境
の
改
善
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
市
民
の
木
」
は

平
成
27
年
4
月
時
点
で
、
39
本
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
最
終
年
で
、

5
月
3
日
（
日
）
に
第
1
回
を
行
い
、

9
月
19
日
（
土
）
に
第
2
回
目
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
第
1
回
目
の
5
月
3
日（
日
）

は
、
島
田
町
三
峰
神
社
の
「
市
民
の
木

No
.
26
ス
ダ
ジ
イ
」
お
よ
び
久
野
町
鹿

島
神
社
飛
地
の
「
市
民
の
木
No
.
15
ス

ダ
ジ
イ
」の
管
理
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
快
晴
・
26
度
。
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
し
、
総
勢
16
名
で
、
作
業
を

行
い
ま
し
た
。「
最
初
の
No
.
26
」
の
ス

ダ
ジ
イ
は
、
昨
年
9
月
20
日
に
管
理
活

動
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
キ
イ
ロ
ス

ズ
メ
バ
チ
が
何
匹
か
飛
ん
で
い
て
、
近

く
に
巣
が
あ
り
そ
う
な
の
で
、
急
遽
作

業
を
中
止
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
今

回
、
ス
ズ
メ
バ
チ
が
活
動
す
る
前
に
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
樹
木
に
影
響
の
あ

る
孟
宗
竹
を
伐
採
し
（
写
真
①
）、
15
〜

20
m
あ
る
そ
の
稈
を
ほ
ぼ
等
分
に
切
断

し
、
竹
林
の
奥
へ
搬
出
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ス
ダ
ジ
イ
の
近
く
に
生
え
て
い

た
筍
を
掘
り
出
し
、
希
望
者
が
貰
っ
て

帰
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
昨
年
の
積
雪

に
よ
り
脱
落
し
た
大
き
い
枝
の
除
去
を

行
い
、
広
々
と
し
た
ス
ダ
ジ
イ
の
下
に

ベ
ン
チ
と
な
る
よ
う
に
移
動
し
ま
し
た

（
写
真
②
）。

　
次
に
、
久
野
町
鹿
島
神
社
飛
地
へ
移

動
し
、「
市
民
の
木
No
.
15
ス
ダ
ジ
イ
」

の
周
り
の
下
草
刈
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
樹
は
、
ホ
コ
ラ
が
大
き
く
な
り
、
樹

勢
も
衰
え
か
け
て
い
ま
す
。
ホ
コ
ラ
の

中
に
真
竹
が
生
え
て
い
ま
し
た
の
で
、

鋸
で
切
断
し
ま
し
た
。
幹
の
半
分
以
上

が
ホ
コ
ラ
に
な
っ
て
い
て
、
メ
ン
バ
ー

の
中
で
は
、「
龍
と
鳳
凰
」
が
現
れ
て
い

る
と
話
す
人
も
い
ま
し
た
。
こ
の
ス
ダ

ジ
イ
は
、
一
昨
年
市
に
よ
り
金
属
ロ
ー

プ
が
張
ら
れ
ま
し
た
が
、
長
い
年
月
の

う
ち
に
倒
れ
る
恐
れ
が
あ
り
そ
う
で
す
。

幹
の
周
り
に
は
、
ヒ
コ
バ
エ
が
生
え
て

お
り
、
樹
木
の
命
を
継
い
で
い
ま
し
た
。

　
作
業
が
終
わ
り
、「
市
民
の
木
No
.
16

イ
チ
ョ
ウ
」
と
「
市
民
の
木
No
.
17
カ
ヤ
」

が
あ
る
隣
り
の
観
音
寺
を
参
拝
し
、
境

内
の
樹
木
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
野
草
の
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
が
可
愛
ら

し
く
咲
い
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
今
回
の
管
理
活
動
を
通
し
て
、
年
齢

差
、
男
女
に
関
係
な
く
、
16
名
の
メ
ン

バ
ー
が
一
緒
に
作
業
を
し
た
喜
び
を
感

じ
、
実
際
に
結
果
を
目
で
見
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
永
沼
家
の

皆
さ
ま
に
は
毎
年
、
接
待
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
か
り
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。（
蓮
見
行
雄
）

②脱落枝を使って小休止（①②とも戸塚 15.5.3） ①著者による孟宗竹の伐採

９ ８



身
近
な
樹
木

　

ニ
レ
科
ム
ク
ノ
キ
属
の
落
葉
性
の
高

木
で
す
。
D
N
A
に
よ
る
A
P
G
分

類
で
は
ア
サ
科
に
な
り
ま
し
た
。
高

さ
20
m
、
幹
は
直
径
1
m
以
上
に

な
り
ま
す
。
若
木
の
樹
皮
は
灰
褐

色
、
ほ
ぼ
平
滑
で
す
が
、
老
木
に
な

る
に
つ
れ
て
縦
に
割
れ
、
鱗
片
状
に

は
が
れ
ま
す
。
葉
は
２
列
に
互
生
し
、

長
さ
6
～
9
c
ｍ
の
卵
状
で
、
葉
縁

は
基
部
を
除
い
て
規
則
正
し
い
鋸
歯

が
あ
り
、
先
端
は
と
が
り
ま
す
。

葉
の
表
裏
と
も
に
短
い
剛
毛
を
生
じ
、

ざ
ら
つ
き
ま
す
。
花
は
、
4
～
5

月
に
開
き
、
雌
雄
同
株
で
、
雄
花

は
新
し
い
枝
の
基
部
に
集
散
花
序
に

つ
き
、
雌
花
は
そ
の
上
部
に
１
～
２

個
つ
き
ま
す
。
果
実
は
核
果
、
長

さ
7
～
12
m
m
の
広
卵
状
で
、
写

真
の
よ
う
に
先
端
に
花
柱
が
残
り
、

は
じ
め
は
緑
色
で
、
秋
に
紫
黒
色

に
熟
し
ま
す
。
果
実
の
外
果
皮
は

甘
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
野
鳥
の
大

好
物
で
す
。　

　

大
き
な
樹
冠
を
作
る
こ
と
か
ら
、

江
戸
時
代
に
は
エ
ノ
キ
と
共
に
、
「一

里
塚
」
に
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
材
が
強
靭
な
た
め
、
天
秤
棒
に

用
い
ら
れ
た
ほ
か
、
建
築
材
や
器

具
材
と
し
て
、
ま
た
葉
は
研
磨
用

に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
名
前

の
由
来
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
り
、

定
説
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
県
中
部
以
南
の
本
州
か
ら
琉
球

に
分
布
し
て
い
ま
す
。
牛
久
市
内
で

は
、
斜
面
林
な
ど
に
自
生
し
て
い
ま

す
が
、
次
の
巨
樹
が

「市
民
の
木
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
奥
原
町

鹿
嶋
大
神
宮
境
内
の
No
.

24
お
よ
び

No
.

25
、
②
島
田
町
永
沼
家
屋
敷
の

No
.

28
、
③
正
直
町
皇
産
霊
神
社

境
内
の
No
.

33
の
４
本
で
す
。
散
歩

時
、
ゆ
っ
く
り
と
た
ず
ね
て
み
て
く

だ
さ
い
。
（
石
川
満
夫
）

樹幹 / 樹冠下部 （奥原町鹿嶋大神宮境内 12.8.9） と果実 （新地町林縁 11.10.9）　戸塚
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　牛久自然観察の森に隣接する牛久市結束町の 「みどりの保全区」 の森林維持管理作業を行

う 「エコアップ作戦」 では、 地域の皆さんの協力のもと、 下草刈りや除間伐、 風倒木の処理等

を行っています。 活動には会員 ・ 一般問わず参加出来ます。 皆様のご参加お待ちしています。

結束町みどりの保全区

「エコアップ」 作戦参加者募集のお知らせ

■活動日時 ： 9 月 4 日 （金） 9 ： 00〜11 ： 00　20 日 （日） 13 ： 00〜15 ： 00

　　　　　　　　  10 月 2 日 （金） 9 ： 00〜11 ： 00

　　　　　　　　  11 月 6 日 （金） 9 ： 00〜11 ： 00　15 日 （日） 13 ： 00〜15 ： 00

■集合場所　牛久自然観察の森ネイチャーセンター１階倉庫前　

■予約　不要／荒天時は中止

■持ち物　　長靴　軍手　長袖　長ズボン　※刈払機 ・ チェーンソー使用は資格所有者のみ

■問い合わせ先　０２９-８７４-６６００ （担当木谷）

ム
ク
ノ
キ

No.34 

第１０回通常総会の報告

５月１８日 ( 日 ) 通常総会が執り行われました。

上程された議案は全て承認されました。 会員の皆様のご協力ありがとうございました。

通常総会後、 臨時理事会が開催され今年度の各役職が決定したのでご報告いたします。

代表理事　坂弘毅　（重任）

副代表理事　石神良三 （重任）

副代表理事　阿部幸浩 （重任）

通常総会後の臨時理事会の報告


